
第
42
代
方
面
総
監
着
任

第
46
代
第
４
師
団
長
着
任

第
45
代
第
４
師
団
長

戒
田
陸
将
離
任

第
42
代
第
８
師
団
長
着
任

第
41
代
方
面
総
監

荒
井
陸
将
離
任

　

令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）付
で
第
42
代
西
部
方
面
総
監
に
鳥
海　

誠
司（
と
り
う
み　

せ
い
じ
）

陸
将
が
着
任
し
、令
和
７
年
８
月
４
日（
月
）、健
軍
駐
屯
地
に
お
い
て
着
任
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
行
事
で
は
、殉
職
隊
員
慰
霊
之
碑
及
び
義
烈
空
挺
隊
慰
霊
碑
へ
の
献
花
、健
軍
駐
屯
地
体
育
館

に
お
い
て
栄
誉
礼
及
び
儀
仗
が
行
わ
れ
た
後
、着
任
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

着
任
式
に
お
い
て
鳥
海
総
監
は
、「
任
務
を
遂
行
で
き
て
い
る
か
」「
部
隊
は
強
く
な
っ
て
い
る

か
」「
隊
員
は
幸
せ
か
」「
私
た
ち
は
国
民
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
か
」の
４
つ
の
こ
と
を
常
に
考
え
勤

務
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
全
隊
員
に
「
信
頼
」
を
要
望
し
、「
自
衛
隊
は
多
く
の
信
頼
に
よ
っ
て
存

在
し
、西
部
方
面
隊
は
他
の
方
面
隊
の
信
頼
、海
空
自
衛
隊
、米
軍
、同
志
国
軍
の
信
頼
の
も
と
に
任

務
を
遂
行
す
る
」
そ
し
て
「
任
務
遂
行
の
た
め
に
行
う
日
々
の
厳
し
い
訓
練
は
、
今
日
か
い
た
汗
の

一
滴
の
成
果
は
、
国
民
の
信
頼
に
基
づ
き
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
隊
員
・
隊
員
家
族

の
信
頼
獲
得
の
た
め
、全
て
の
隊
務
に
お
け
る
安
全
を
強
く
求
め
る
」と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

鳥
海
総
監
は
、結
び
に
「
こ
れ
か
ら
諸
官
ら
と
共
に
、国
民
か
ら
ま
す
ま
す
信
頼
さ
れ
、隊
員
が
お

互
い
に
信
頼
し
合
え
る
西
部
方
面
隊
と
し
て
更
に
進
み
、
諸
官
ら
と
共
に
汗
を
か
き
、
油
に
ま
み

れ
、土
の
に
お
い
を
か
ぎ
な
が
ら
、こ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
」と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
着
任
式
に
は
第
３
海
兵
機
動
展
開
部
隊
副
司
令
官　

ブ
ロ
ー
デ
ィ
准
将
が
参
列
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）付
で
第
46
代
師
団
長
に
前
島　

政
樹（
ま
え
じ
ま　

ま
さ
き
）

陸
将
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

前
島
師
団
長
は
着
任
式
に
お
い
て
、「
使
命
の
完
遂
」
を
統
率
方
針
と
し
、「
即
応
力
の
強

化
」「
安
全
・
健
全
」の
２
点
を
要
望
事
項
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、『
第
４
師
団
の
使
命
を
完
遂

す
る
た
め
、諸
官
の
先
頭
に
立
っ
て
全
身
全
霊
で
そ
の
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
誓
う
。

と
も
に
頑
張
ろ
う
』と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

第
11
代
第
15
旅
団
長
着
任

　

令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）、
統
合
幕
僚
監
部
よ
り
泉　

英
夫（
い
ず
み　

ひ
で
お
）
陸
将

補
が
、第
11
代
旅
団
長
と
し
て
沖
縄
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

同
日
の
着
任
式
で
は
「
国
民
、
特
に
沖
縄
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
心
と
安
全
を

確
保
」す
る
た
め
、あ
ら
ゆ
る
状
況
の
中
で
も
任
務
を
遂
行
で
き
る
「
逞
し
い
旅
団
」の
具
現

を
統
率
方
針
と
し
、「
想
定
外
の
排
除
」「
地
域
と
の
一
体
化
」
を
要
望
事
項
と
す
る
と
訓
示

し
ま
し
た
。第
15
旅
団
は
、泉
旅
団
長
を
核
心
と
し
て
国
民
及
び
県
民
の
安
心
と
安
全
の
為

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
師
団
は
、令
和
７
年
７
月
31
日（
木
）、福
岡

駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
45
代
師
団
長　

戒
田
陸
将

の
離
任
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

戒
田
陸
将
は
、当
初
、殉
職
隊
員
顕
彰
碑
に
献
花

を
行
い
、そ
の
後
行
わ
れ
た
離
任
式
に
お
い
て
、１

年
11
カ
月
に
わ
た
る
勤
務
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
、隊
員
た
ち
の
盛
大
な
見
送
り
の
な
か
、福

岡
駐
屯
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、戒
田
陸
将
は
、令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）

付
で
教
育
訓
練
研
究
本
部
長（
目
黒
）に
着
任
し
ま

し
た
。

第
41
代
第
８
師
団
長

徳
永
陸
将
離
任

　

第
８
師
団
は
令
和
７
年
７
月
31
日（
木
）、北
熊
本

駐
屯
地
に
お
い
て
、第
41
代
師
団
長　

德
永
陸
将
の

離
任
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

德
永
陸
将
は
離
任
に
あ
た
り
、在
職
間
の
隊
員
努

力
に
対
す
る
感
謝
と
、今
後
も
第
８
師
団
隊
員
と
し

て
自
覚
と
誇
り
を
も
ち
各
種
任
務
に
あ
た
る
よ
う

激
励
し
、離
任
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

見
送
り
行
事
に
お
い
て
は
、德
永
陸
将
が
中
学
時

代
所
属
し
て
い
た
野
球
部
の
部
員
で
、現
在
第
８
偵

察
隊
所
属
で
あ
る
宇
都
宮
２
尉
と
の
時
空
を
超
え

た
バ
ッ
テ
リ
ー
が
一
時
的
に
復
活
し
、師
団
最
先
任

の
荒
牧
准
尉
が
バ
ッ
タ
ー
を
務
め
る
中
、「
後
を
頼

む
ぞ
！
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
剛
速
球
を
投
げ
込

み
、
見
送
り
行
事
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

次
の
任
地
で
あ
る
市
ヶ
谷
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）
付
で
第
42
代
師
団
長
に
白
川　

訓
通（
し
ら
か
わ　

の
り
み

ち
）
陸
将
が
着
任
し
、
令
和
７
年
８
月
４
日（
月
）、
北
熊
本
駐
屯
地
に
お
い
て
着
任
行
事
を

行
い
ま
し
た
。

　

白
川
師
団
長
は
、着
任
に
あ
た
り
主
体
的
な
変
化
へ
の
対
応
、国
民
へ
の
信
頼
、米
軍
・
海

空
自
衛
隊
の
戦
友
を
含
め
た
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
、「
任
務
の
完
遂
」の

た
め
に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
「
前
へ
」
進
ん
で
い
こ
う
と
要
望
す
る
と
と
も
に
、「
第
８
師
団
長

と
し
て
常
に
先
頭
に
立
ち
、率
先
陣
頭
、常
に
新
た
な
る
進
化
へ
の
高
み
を
目
指
し
て
職
務

に
精
励
す
る
」と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

な
お
、式
典
に
は
第
12
海
兵
沿
岸
連
隊
長
及
び
同
最
先
任
上
級
曹
長
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
部
方
面
総
監
部
は
令
和
７
年
７
月
30

日（
水
）、健
軍
駐
屯
地
に
お
い
て
、第
41
代

西
部
方
面
総
監　

荒
井
陸
将
の
離
任
行
事

を
行
い
ま
し
た
。

　

荒
井
陸
将
は
、
殉
職
隊
員
慰
霊
之
碑
及

び
義
烈
空
挺
隊
慰
霊
碑
へ
の
献
花
を
行
い

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
後
、
離
任
式
を
挙
行

し
、
整
列
し
た
総
監
部
等
の
勤
務
者
に
対

し
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
拍
手
で
見
送

ら
れ
健
軍
駐
屯
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、荒
井
陸
将
は
、令
和
７
年
８
月
１

日（
金
）
付
を
も
っ
て
、
第
40
代
陸
上
幕
僚

長
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

第
15
旅
団
は
令
和
７
年
７
月
31
日

（
木
）、那
覇
駐
屯
地
に
お
い
て
、第
10
代

旅
団
長　

上
野
陸
将
補
の
離
任
式
及
び

見
送
り
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
見
送
り

に
お
い
て
は
、
旅
団
隊
員
の
ほ
か
旅
団

協
力
会
等
、
非
常
に
多
く
の
方
を
前
に

爽
や
か
な
笑
顔
で
挨
拶
し
、
那
覇
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

上
野
陸
将
補
は
、
令
和
７
年
８
月
１

日（
金
）
付
で
陸
将
に
昇
任
し
、
陸
上
総

隊
司
令
部
幕
僚
長
に
着
任
し
ま
し
た
。

第
10
代
第
15
旅
団
長

上
野
陸
将
補
離
任
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第
２
代
第
２
特
科
団
長
着
任

第
42
代
九
州
補
給
処
長
着
任

第
29
代
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
長
着
任

第
41
代
第
九
州
補
給
処
長

佐
藤
陸
将
補
離
任

　

令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）付
で
第
２
代
第
２
特
科
団
長
に
、横
田　

紀
子（
よ
こ
た　

の
り

こ
）陸
将
補
が
着
任
し
、湯
布
院
駐
屯
地
に
お
い
て
着
任
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

横
田
団
長
は
着
任
に
あ
た
り
、
要
望
事
項
と
し
て
「
任
務
に
真
摯
に
向
き
合
い
誠
実
に
臨

め
」
を
揚
げ
、「
精
強
で
あ
り
な
が
ら
、
信
頼
さ
れ
る
第
２
特
科
団
。
そ
の
姿
を
信
頼
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
た
ち
に
、
関
心
を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
た
ち
に
し
っ
か
り

示
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。私
は
こ
の
部
隊
の
力
を
信
じ
て
い
ま
す
。共
に
歩
み
、共
に
成
長
し
、

共
に
使
命
を
果
た
し
て
い
こ
う
」と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

九
州
補
給
処
は
令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）、目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、第
42
代
九
州
補
給
処
長

兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令　

河
合　

寿
士（
か
わ
い　

ひ
さ
し
）陸
将
補
の
着
任
行
事
を
行
い
ま

し
た
。

　

河
合
処
長
は
着
任
式
に
お
い
て
、
統
率
方
針「
責
務
の
完
遂
」、
要
望
事
項「
変
化
へ
の
適
応
」「
安

全
・
健
全
」
を
掲
げ
、
国
防
の
最
前
線
を
担
う
西
部
方
面
隊
の
活
動
を
支
え
る
後
方
支
援
の
実
効
性

向
上
に
向
け
た
強
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、状
況
報
告
及
び
四
個
支
処
を
含
む
処
内
の
初
度
視
察
を
通
じ
、九
州
補
給
処
の
現
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、処
長
と
し
て
の
企
図
の
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）
付
で
第
29
代
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
長
に
、今
井　

健
太（
い
ま
い　

け
ん
た
）陸
将
補
が
着
任
し
、同
日
、自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
に
お

い
て
着
任
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
行
事
で
今
井
本
部
長
は
、「
任
務
完
遂
」「
一
期
一
会
」を
統
率
方
針
に
示
し
、こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
「
職
務
完
遂
」「
尊
重
・
信
頼
」を
要
望
し
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
は
、
新
た
な
指
揮
官
の
下
、
募
集
・
援
護
業
務
等
に
邁
進

す
る
決
意
で
す
。

　

九
州
補
給
処
は
令
和
７
年
７
月
31
日（
木
）、
目
達
原

駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
41
代
九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目

達
原
駐
屯
地
司
令　

佐
藤
陸
将
補
の
離
任
行
事
を
行
い

ま
し
た
。

　

佐
藤
処
長
は
、
九
州
補
給
処
の
隊
員
に
対
し
感
謝
の

言
葉
及
び
今
後
の
活
躍
へ
の
期
待
を
述
べ
、
目
達
原
駐

屯
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、佐
藤
将
補
は
、令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）付
で

武
器
学
校
長
兼
ね
て
土
浦
駐
屯
地
司
令
に
着
任
し
ま
し

た
。

令
和
７
年
度
前
期
定
期
異
動
等
に
伴
う
新
着
任
部
隊
長
等
（
主
要
１
佐
職
以
上
）
の
紹
介

《
転
出
者
》

【
総
監
部
】

●
西
部
方
面
総
監

　
　

陸
将　
　
　

荒
井　

正
芳
（
陸
上
幕
僚
長
へ
）

●
西
部
方
面
総
監
部
医
務
官
兼
熊
本
病
院

　
　

１
等
陸
佐　

河
野　

修
一
（
自
衛
隊
那
覇
病
院
長
兼
南
那
覇
駐
屯
地
司
令
へ
）

【
各
師
旅
団
・
駐
屯
地
】

●
第
４
師
団
長

　
　

陸
将　
　
　

戒
田　

重
雄
（
教
育
訓
練
研
究
本
部
長
兼
目
黒
駐
屯
地
司
令
へ
）

●
第
８
師
団
長

　
　

陸
将　
　
　

德
永　

勝
彦
（
陸
上
幕
僚
副
長
へ
）

●
第
43
普
通
科
連
隊
長
兼
都
城
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

石
岡　

直
樹
（
統
合
幕
僚
監
部
防
衛
計
画
部
防
衛
課
付
へ
）

●
第
24
普
通
科
連
隊
長
兼
え
び
の
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

大
江　

良
治
（
北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊
長
へ
）

●
奄
美
警
備
隊
長
兼
奄
美
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

長
谷
川　

健

　
　
　
　

（
防
衛
装
備
庁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
部
装
備
技
術
官
付
装
備
技
術
調
整
官
へ
）

●
第
15
旅
団
長

　
　

陸
将　
　
　

上
野　

和
士
（
陸
上
総
隊
司
令
部
幕
僚
長
へ
）

●
第
15
旅
団
副
旅
団
長
兼
那
覇
駐
屯
地
司
令

　
　

陸
将
補　
　

青
木　

秀
敏
（
第
１
高
射
特
科
団
長
へ
）

【
方
面
直
轄
】

●
第
２
特
科
団
長
兼
湯
布
院
駐
屯
地
司
令

　
　

陸
将
補　
　

伊
藤　

久
史

　
　
　
　

（
富
士
学
校
特
科
部
長
兼
諸
職
種
恊
同
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
へ
）

●
九
州
補
給
処
長
兼
目
達
原
駐
屯
地
司
令

　
　

陸
将
補　
　

佐
藤　

洋
（
武
器
学
校
長
兼
土
浦
駐
屯
地
司
令
へ
）

●
飯
塚
駐
屯
地
業
務
隊
長

　
　

１
等
陸
佐　

西　

俊
作
（
九
州
補
給
処
装
備
計
画
部
企
画
課
長
へ
）

●
北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊
長

　
　

１
等
陸
佐　

米
良　

憲
一
郎
（
西
部
方
面
混
成
団
副
団
長
へ
）

【
大
臣
直
轄
】

●
西
部
方
面
警
務
隊
長

　
　

１
等
陸
佐　

戸
星　

善
敦
（
東
北
方
面
総
監
部
法
務
官
へ
）

【
機
関
】

●
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
長

　
　

陸
将
補　
　

伊
藤　

優
一
郎
（
統
合
幕
僚
監
部
防
衛
計
画
部
副
部
長
へ
）

●
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
長

　
　

１
等
陸
佐　

川
間　

信
太
郎

　
　
　
　
　

（
陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部
募
集
・
援
護
課
募
集
・
援
護
調
整
官
へ
）

●
自
衛
隊
那
覇
病
院
長
兼
南
那
覇
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

山
本　

哲
生
（
中
央
病
院
衛
生
資
材
部
長
へ
）

《
転
入
者
》

【
総
監
部
】

●
西
部
方
面
総
監

　
　

陸
将　
　
　

鳥
海　

誠
司
（
第
１
師
団
長
か
ら
）

●
西
部
方
面
総
監
部
医
務
官
兼
熊
本
病
院

　
　

１
等
陸
佐　

末
永　

浩
一
（
陸
上
幕
僚
監
部
衛
生
部
医
務
・
保
険
班
長
兼
中
央
病
院
第
１
内
科
か
ら
）

【
各
師
旅
団
・
駐
屯
地
】

●
第
４
師
団
長

　
　

陸
将　
　
　

前
島　

政
樹
（
第
12
旅
団
長
か
ら
）

●
第
８
師
団
長

　
　

陸
将　
　
　

白
川　

訓
通
（
陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部
長
か
ら
）

●
第
43
普
通
科
連
隊
長
兼
都
城
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

矢
羽
田　

峰
志
（
陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部
募
集
・
援
護
課
募
集
班
長
か
ら
）

●
第
24
普
通
科
連
隊
長
兼
え
び
の
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

甲
斐　

久
博
（
教
育
訓
練
研
究
本
部
教
育
調
整
官
か
ら
）

●
奄
美
警
備
隊
長
兼
奄
美
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

堀
内　

高
志
（
陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部
人
事
教
育
計
画
課
教
育
室
教
育
班
長
か
ら
）

●
第
15
旅
団
長

　
　

陸
将
補　
　

泉　

英
夫
（
統
合
幕
僚
監
部
運
用
部
副
部
長
か
ら
）

●
第
15
旅
団
副
旅
団
長
兼
那
覇
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

竹
内　

肇
（
統
合
幕
僚
監
部
首
席
指
揮
通
信
シ
ス
テ
ム
官
付
か
ら
）

【
方
面
直
轄
】

●
第
２
特
科
団
長
兼
湯
布
院
駐
屯
地
司
令

　
　

陸
将
補　
　

横
田　

紀
子
（
東
京
地
方
協
力
本
部
長
か
ら
）

●
西
部
方
面
混
成
団
長
兼
久
留
米
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

山
田　

篤
（
東
北
方
面
総
監
部
防
衛
部
長
か
ら
）

●
九
州
補
給
処
長
兼
目
達
原
駐
屯
地
司
令

　
　

陸
将
補　
　

河
合　

寿
士
（
防
衛
装
備
庁
調
達
事
業
部
調
達
総
括
官
か
ら
）

●
飯
塚
駐
屯
地
業
務
隊
長

　
　

１
等
陸
佐　

吉
良　

隆
文
（
中
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
防
衛
課
陸
上
連
絡
官
か
ら
）

●
北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊
長

　
　

１
等
陸
佐　

大
江　

良
治
（
第
24
普
通
科
連
隊
長
兼
え
び
の
駐
屯
地
司
令
か
ら
）

【
大
臣
直
轄
】

●
西
部
方
面
警
務
隊
長

　
　

１
等
陸
佐　

竹
内　

義
則
（
陸
上
幕
僚
監
部
警
務
管
理
官
付
総
括
班
長
か
ら
）

【
機
関
】

●
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
長

　
　

陸
将
補　
　

今
井　

健
太
（
東
北
方
面
総
監
部
幕
僚
副
長
か
ら
）

●
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
長

　
　

１
等
陸
佐　

米
村　

謙
一
（
中
部
方
面
特
科
連
隊
長
兼
姫
路
駐
屯
地
司
令
か
ら
）

●
自
衛
隊
那
覇
病
院
長
兼
南
那
覇
駐
屯
地
司
令

　
　

１
等
陸
佐　

河
野　

修
一
（
西
部
方
面
総
監
部
医
務
官
兼
熊
本
病
院
か
ら
）

《
退
官
者
》　

（
８
月
１
日
付
退
官
）

◎
西
部
方
面
混
成
団
長
兼
久
留
米
駐
屯
地
司
令　

陸
将
補　

有
村　

義
治

初
代
第
２
特
科
団
長

伊
藤
陸
将
補
離
任

　

第
２
特
科
団
は
令
和
７
年
７
月
31
日（
木
）、
湯
布
院
駐

屯
地
に
お
い
て
、
初
代
第
２
特
科
団
長
伊
藤
陸
将
補
の
離

任
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

在
任
期
間
中
は
、
第
２
特
科
団
長
兼
ね
て
湯
布
院
駐
屯

地
司
令
と
し
て
「
強
靭
な
第
２
特
科
団
の
創
造
」「
警
戒
・
即

応
体
制
の
保
持
」「
職
住
環
境
の
整
備
」「
地
域
と
の
共
生
」

を
揚
げ
駐
屯
地
の
発
展
、部
隊
の
精
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

伊
藤
陸
将
補
は
８
月
１
日（
金
）付
で
富
士
学
校
特
科
部

長
兼
諸
職
種
協
同
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
富
士

駐
屯
地
へ
ご
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。

第
28
代
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
長 

伊
藤
陸
将
補
離
任

　

沖
縄
地
方
協
力
本
部
は
令
和
７
年
７
月
31
日（
木
）、
本

庁
に
お
い
て
、
第
28
代
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
長　

伊
藤
陸
将
補
の
離
任
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
伊
藤
陸
将
補

は
令
和
６
年
12
月
着
任
以
来
、部
員
の
自
主
性
を
重
視
し
、

部
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
醸
成
す
る
等
、
卓
越
し

た
指
導
を
行
っ
た
結
果
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
令
和
７

年
６
月
に
沖
縄
地
方
協
力
本
部
は
陸
上
幕
僚
長
よ
り
第
２

級
賞
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

離
任
行
事
で
は
、部
員
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

沖
縄
地
本
ら
し
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
全
部

員
と
握
手
を
交
わ
し
て
笑
顔
で
沖
縄
地
方
協
力
本
部
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、伊
藤
陸
将
補
は
、令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）付
で

統
合
幕
僚
監
部
防
衛
計
画
部
副
部
長
に
着
任
し
ま
し
た
。

鎮　　　　　西号外 令和７年８月31日（2）


